
令和４年度奈良県のＤＶ被害者の⼀時保護の状況 資料２

・令和4年度の一時保護者の被害状況は、「身体的暴力」が33件（82.5%）で最も多く、次いで「精神的暴力」が6件（15%）となっている。・令和4年度の一時保護の受付経路は、「警察関係」が33件（82.5%）で最も多く、次いで「福祉事務所」が3件（7.5%）となっている。
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(年度)・令和4年度の一時保護人数は、40人であり、前年度から3件（8.1%）増加した。・令和4年度の平均保護日数は、17.18日であり、前年度から7.5日（30.4%）減少した。 本人自身
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